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私たちは先人たちの時代からこの滋賀で、日々 の生活
に必要なものや問題を解決するためのものを、自然の恵
みを活かして、私たちの知恵を絞って作ってきました。こう
したものづくりやサービスを通じて、社会の役に立つことを
喜びとして事業を営んで来ました。　
科学技術の発達により、効率的に大量のものを生産し

たり、今までできなかったことが実現できるようになった一
方、こうした技術に基づく過度な人間活動が例えば気候
変動などの新たな問題も生むようになっています。
私たちはこの一年間、「自然に学ぶ経済研究会」の

活動を通じて、生きものは人間社会とは対照的な方法で、
エネルギーを使ってものを作り、循環させ、お互いに支え
合いながら、調和した世界を構成していることを学びまし
た。そしてさらに、自然界には私たちが想像する以上に
困難な状況があり、利用できる資源は限られているにも関
わらず、生きものたちはたくましく、そして美しく、38億年
の長い年月を生き延び、そしてその中で次第に洗練され
て来たことも学びました。
その結果、私たちは、人間は自然界の一員であり、自
然こそが、私たちを支え、私たちを生かしてくれるものだと
改めて理解しました。そこで、私たちはもう一度暮らしと事
業の原点に立ち返り、生きものたちは問題にどのように対
処しているかを真摯に学び、生きものだったらこの問題をど
う解決するのか、謙虚な気持ちで考えてみようと思うに至り
ました。なぜなら、そこには必ず、私たちが今直面してい
る困難な状況、困難な問題を解決する方法が用意されて
いる、少なくともそのヒントがあると確信するからです。
以上のことを背景に、今後も自然と共生する持続可能

な循環型社会を作るために、豊かな自然を誇る滋賀で事
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業を営む私たち滋賀の経済
人は、自然に学ぶ経済を実
現したいと考えます。そのた
めに、以下のことを行います。
私たちは、
1．生きものなら問題をどう解決するか、生きものをメンター
（先生）として学びます。
2．自分たちのやり方や作ったものを、生きものをメジャー（モ
ノサシ）にして評価します。
3．生きものの形や機能に注目し、生きものをモデル（お
手本）にします。

4．子どもたちの想像力を刺激するように、生きものと触れ
あう機会を増やします。
5．私たちが学んだ自然や生きものの仕組みを、多くの人々
と共有します。
以上を通じて、ものづくり、経営判断、組織やシステム

の仕組みなど、経済のあらゆる点において、自然に学ぶ
ことを宣言いたします。
また、以上の取組みを促進するために、以下の提言を
いたします。
1．社会全体において「自然に学ぶ」ことが行われるように、
普及啓発、支援を行うこと。

2． そのための研究を継続的に行う環境を確保すること。
3．世界中から自然に学んだ知恵を集積するデーターベー
スのネットワークを作ること。
4．その中で特に優れたものや注目に値するものについて
は、表彰し、普及を支援するなどすること。
5．自然から学んだ知恵が、生活や産業、ライフスタイル
に活かされるような実践活動を行い、それを世界に向け
て発信すること。
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